
妻との時間が大切なひととき♪
公文 昭仁さん  （27歳）

森山地区
より

　お顔がキュートで可愛らしい、女の子のチャ
チャ♡令和２年７月生まれで、犬種はコーギー。
昨年の10月から、深瀬須賀さん（上記紹介）の
娘さん宅で一緒に暮らし始めたとのこと ！  夕方、
須賀さんのおうちにも遊びに来ることがあるそう
です♪
　撮影時はカメラにビックリさせてしまいました
が、「いつもiPhoneでなら撮影している」という
娘さんのアドバイスを参考に、可愛いお顔を撮
らせていただきました♪

可愛い家族をご紹介♪
チャチャ （１歳）♀

仁ノ地区より

　キュウリを栽培しており、ＪＡへの出荷と、直
販所やスーパーなどでも販売しています。栽培
には磁気水を使用していて、買ってくださったお
客さんから「長持ちするし、美味しい」というお
声をいただき効果を実感しました。シールも貼っ
ていますので、見つけたらぜひ手に取っていた
だきたいです。
　子どもの頃から刺繍などの手芸全般が好き
で、今も時間がある時は作品を作っています♪
パッチワークをしている方と知り合えたり、好き
なことで仲間ができることも楽しみの１つです。

見つけたら
ぜひ手に取ってみて ！
深瀬 須賀さん  （65歳）
ふか 　せ　 す　が

お　じま　こう　た

　家がもともと農業をしているので、小さい頃か
ら農家になりたいと思っていました。外での経験
も大事だと思い一度会社に勤めましたが２年で
退職し、今は家族と一緒にキュウリの栽培をし
ています。生産者同士で作業の手伝いをした
り、コロナ禍の前は飲みに行ったりと、地区内
の関係性も好きなので就農して良かったなぁと
思います。今の暮らしが、自分自身の性格にも
合っていることが実感できましたね。
　仕事が落ち着いているときには、友達の休み
に合わせて一緒に釣りに行くことも。息抜きもし
つつ、今の生活を楽しんでいます。

自身の性格に合った暮らしを
小島 幸太さん  （27歳）

　今年から高知市内に住みはじめ、７月に結婚
した妻との時間を大切に楽しく生活しています。
普段は香美市物部町で、ハウス10アール・露
地５ヘクタールでゆずを栽培し、ハウスをメイン
で担当。今の目標は、将来子どもができたとき
に養っていけるくらいの力をつけることです ！  時
間がある時は妻と一緒に滝を見に行ったり、運
動がてらお出かけをしています。コロナが落ちつ
いたらＵＳＪへ行く約束もしているので、とても楽
しみです ！

く　もん　あき ひと

高知市管内より

森山地区
より

キュウリの袋に
貼っているシール

手作りのお寿司も「春の里」で
販売しています。

ちなみに、このランチョンマットも
須賀さんの手作りです♡





高知地区版

高知農業改良普及所より

春野営農経済センター営農指導課

今一度確認しましょう！！ 農薬の適正使用！

高知農業改良普及所より

水稲スクミリンゴガイの
秋期防除について

問い合わせ先：中央西農業振興センター 高知農業改良普及所
（TEL.088－866－0711）（FAX.088－861－0660）
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①まずはラベルをチェック！ ②使用回数のカウント間違いに
　注意しよう！

　近年、スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）による稲の食害が問題となっており、稲

の初期生育に影響を及ぼしています。今回は稲収穫後の秋期にできるスクミリンゴ

ガイの防除方法について紹介します。

１．スクミリンゴガイとは
　スクミリンゴガイはジャンボタニシとも呼ばれ、名前の通り殻高２～７cmの大型の

巻貝です。春に水温が上昇すると活動を始め、若く柔らかい稲の葉を水中に引き込

んで食害します。また、稲の茎や水路の壁面等にピンク色の卵塊を産卵するのが特

徴です。スクミリンゴガイは水温14℃以下では活動を停止します。また、冬期に田

んぼや用排水路の土中に潜って越冬し、翌年の春、活動を再開します。

2．スクミリンゴガイの防除について
　今回は石灰窒素を使った防除法を紹介します。

①耕うん：稲収穫後、ロータリー耕うんによりスクミリンゴガイを破砕しましょう。スク

ミリンゴガイの８割は土中６cm以内で越冬するため、トラクターの走行速度をでき

るだけ遅くし、PTO 回転（ロータリーの回転）を高速にすることで破砕効果が高くなります。

②湛水：耕うん後、11月下旬（水温17℃以上の時期）までに３～４cm水を張り、１～４日放置します。生き残ったスク

ミリンゴガイが水中に出てきます。

③石灰窒素散布：石灰窒素20～30kg/10a を全面に散布後、３～４日湛水状態を保ちます。石灰窒素の主成分カルシ

ウムシアナミドは水中でカルシウムとシアナミドに分解し、このシアナミドが殺貝効果を発揮します。

④田面水は用水路に流さず、自然落水させましょう。

３．留意事項
①スクミリンゴガイには人体に有害な寄生虫（広東住血線虫）がいる場合があるので、触れる際にはゴム手袋、ゴミ拾い

用トング等を使用し、素手では扱わないようにしましょう。もし、素

手で触った場合には石けんで手をよく洗いましょう。

②トラクターの移動時には、スクミリンゴガイを別のほ場に持ち込ま

ないようにするため、爪やアタッチメントをしっかり洗浄しましょう。

③石灰窒素散布の際は、保護眼鏡、防護マスク、ビニル手袋、ゴ

ム長靴、カッパ等を着用しましょう。

④石灰窒素には魚毒性があります。石灰窒素を含んだ水が用

水路に溢れ出ないように注意しましょう。

稲の葉を食害するスクミリンゴガイ

壁面に産み付けられた卵塊

ご夫婦の共同作業によって新たに設置された
見事な柵です（赤い○の部分）

鳥獣被害対策専門員からのお知らせ
かみ じ　  かずひさ

鳥獣被害対策専門員　上地　和久
携帯電話:090－3189－0373

  ８月のある日のこと、管内の方からイノシシ被害の通報があり現地に向かうと、丹精込めて育てた野菜がことごとく食べられた
惨状を前に、呆然と立ち尽くす高齢のご夫婦の姿がありました。長年にわたり廃材とネットで柵を巡らし、イノシシと根比べ、
知恵比べを繰り広げてきた経緯と、今回の侵入経路がわからないことを力なく語ってくれました。
　畑は山側と通路側を幅約２ｍのコンクリートでできた深い用水路に挟まれており、山側と左右は完璧に柵で囲われているにも
かかわらず、カボチャとサツマイモがほぼ全滅でした。山側には数頭のウリ坊が闊歩した足跡はありますが、用水路を飛び越え
る可能性は少ないうえに、長雨と強雨のため痕跡がほとんど掻き消されていました。
　一見、厳重に柵が施されていたのですが、注視すると用水路に架かっている橋の周り
は、低い塩ビのトタンがあるのみで、橋から横跳びで侵入したウリ坊の形跡がありました。
そこでご夫婦は当日中に新たな柵を設けたところ、その後は被害がないとのことでした。
　鳥獣被害は防災対策と同様に、今回のケースのように自らが柵を設置する「自助」、
地域住民が連携して地域全体の被害を防ぐ「共助」、柵の設置や有害鳥獣駆除の補助
事業等の「公助」の方法があります。被害にあわれている方、予防的な対策をされたい
方、狩猟に興味がある方がおられましたら、お気軽にご相談いただきたいと思います。

夫婦二人三脚でイノシシ対策

営農指導員 串田

営農指導員 石井

営農指導員 竹内

TEL:088－894－5660
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